
様式３

学校番号

令和 8

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

「広い視野を持って自ら学び、地域や社会に貢献できる人材を育成する学校」
　地域や企業等と連携して、地域の課題を見つけ、解決する探究活動を通して、自分だけでなく他者を大切にする心や豊かな発想力・思考力を育み、目標実現に向けた粘り強さと高い志を持
つ、自立した人材を育成します。

（１）好奇心を持ち、様々なことを学びたいと思う人
（２）目標を持ち、粘り強く努力を重ねることができる人
（３）様々な活動に積極的に行動しようとする意志を持つ人

（１）様々な進路に対応できるコースの編成と、実践的キャリア教育の実施。
（２）粘り強く取り組む姿勢を育成する機会を多く設け、達成感や自己肯定感をもたらす指導。
（３）生徒が主体的・協働的に取り組む様々な教育活動の実施。

（１）学びを継続することのできる自立した学習者の育成（向学）
（２）将来の目標を達成するために、粘り強く努力を重ねることができる人材の育成（忍耐）
（３）自分も他者も大切にし、思いやりをもって、協働できる人材の育成(敬愛)

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 中間 高等学校

令和7年度の各教科学習や探究活動
「なかま夢メソッド」をさらに深化させ、
「学びの楽しさ」の実感を図るとともに、
「わかる授業」を実践し、生徒自身が「成
長を実感」できるよう授業改善を行い、
生徒の学力の向上を図る。

学校は「安全・安心の場」であるとの前
提に立ち、ソーシャルスキル・トレーニン
グを通じて「多様な他者」を受容し尊重で
きる感性と、協調する態度の涵養を進
め、地域社会に貢献する人材の育成を
めざす。

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

探究的な学びの実践と深化
○「なかま夢メソッド」において育成を目指す資質・能力と活動の体系化の促進
○「学びの楽しさ」「学問の面白さ」を実感できる探究的な学びの実践
○様々な発表の機会を通じた「書く力」「話す力」「伝える力」の向上

他者の価値観や立場を認め尊重できる人権感覚と態度の育成
〇「多様な他者」を受容し尊重できる感性と態度の育成
〇自他の｢情報的健康｣を保ち、主体的にICTリテラシーを高めようとする態度の育成
○情報社会における様々な人権課題に気づき解決に向けて行動できる力の育成

教科指導の充実と学力の向上
〇「わかる授業」「成長を実感できる授業」の実践と誰もが学びやすい学習環境の整備
○観点別評価における評価規準のわかりやすい提示による学習意欲の向上
○習熟度別編成、少人数指導による個に応じた教科指導の推進と学力の向上

自他を尊重しより良い学校生活をつくる力の育成
○主体的に不易五項目を実践する力の育成
〇計画的な開発的・予防的グループアプローチの実施による対人関係能力の向上
○生徒の主体的な取組による生徒会活動や学校行事の活性化

体験的な学びと実践的キャリア教育による自己理解の深化
○失敗を恐れず興味あることに積極的に挑戦する生徒の育成
○体験的な学びの充実及び学校外での体験的な学びの奨励
○キャリア教育を通じた深い自己理解に基づく自己の将来像の形成

学校運営方針

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

教科・科目の特性に応じて、一人一台端末を効果的に活用し、指導の充実が図れるよう、ＩＣＴ支援員等と連携し情報
提供を行う。

研究授業や相互授業参観、観点別評価の結果を授業改善に役立てる等、授業と評価の一体化を図る。

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教務部
教務課

確かな学力の育成

課題を与え、家庭学習の習慣を身に付けさせたり、単元テスト等を活用したりすることで、生徒が主体的に学習する
環境を整える。

「話を謙虚に聞く」習慣を身に付けさせ、集中して授業に参加する生徒を育成する。

デジタル採点システム等を活用し、生徒に学習の成果を確認させ、自らの学習を調整しようとする力を育成する。

観点別評価の充実と授業改善

評価方法を工夫・改善し、生徒の良い部分をほめ、生徒の学習意欲を高めさせる。
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様式３

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

指導力向上部やＩＣＴ支援員と連携して適宜職員研修を行い、ICT技術の向上を図りつつ機器の利用・活用を進める。

教育活動におけるＩＣＴ活用と教員
の ICT 活用指導力の向上

「個別最適な学び」、「協働的な学び」に利用できるソフトやデジタル教材等の支援を行い、Chrome Bookなどの活用
について適宜情報を発信する。

デジタル人材の育成に向け、生徒の主体的な活動を支えるために「主体的・対話的で深い学び」の視点からＩＣＴ活用
研修を行い、職員の指導力向上を目指す。

教務部
ICT活用推進広
報課

豊かな心と健やかな体の育成

学校行事を通して、リーダーシップやフォロワーシップを育むとともに、失敗を恐れず積極的に挑戦する生徒の育成を
図る。

全ての教育活動において、主体的に不易五項目を実践できる行動をとらせる。

部活動加入率８５％以上を目指し、部活動生による学校の活性化を図るとともに、生徒の自己有用感を高める。部活
動生集会や部長会議を実施し、挨拶や集会、登下校時などにおいて模範となるような意識の高揚を図る。

志願者増に向けた中学生への広
報活動の展開

昨年度の反省に立ち、計画的に全職員で中学校訪問を行うとともに、体験入学、サマーナイトオープンスクールの差
別化を行い、集客を図る。

中学校における出前授業や高校説明会に積極的に参加し、本校の魅力発信の機会とできるようなプレゼンテーショ
ンの工夫を行う。

魅力ある中間高校をPRできるよう、ホームページの管理やレイアウトの工夫を行い、情報発信の充実を図る。

生徒部
生徒課

教育相談及び職員研修の充実

生徒、職員の心身の健康増進を図るため情報の共有と外部機関との連携を強化する。

身心の健康に関する面談を実施して、担任、保護者、学校医、カウンセラー等の連携を図る。

職員研修会の企画・実施を通して保健環境や教育相談についての知識、理解の一層の充実を図る。

地域社会への積極的な貢献と、い
じめや差別を許さない態度の育成

地域との連携を密にすることで、学校行事への参加を促し、教育活動への理解と協力を求める。

いじめに関するアンケートを実施し、生徒が発するサインに早期に対応することによって、いじめの未然防止に努め
る。

すべての学校行事で人権意識を高める啓発活動を行うことで、自己有用感を育むと共に、思いやりをもって協働でき
る人材を育成する。

環境美化、環境衛生の徹底

毎日の清掃活動を通して不易五項目の一つである清掃への意識を高め、校内の隅々に意識を配る。

校内のSDGs活動を踏まえ、美化委員を中心に、清掃活動の徹底やゴミの分別・減量の呼びかけを積極的に行う。

各授業における教室の換気の徹底を保健委員・美化委員が中心に呼びかけて衛生面の徹底を図る。

生徒部
保健環境課



様式３

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

学力基盤の強化

学びの基礎診断認定ツール・進研模試の各教科での結果分析を迅速かつ確実に行い、課題に対する具体的方策を
共有することで可視化させ、自己の成長を実感しながら着実な努力を継続できる生徒を育成する。

「わかる授業」「成長を実感できる授業」の実践後定期考査の結果を分析し、生徒に健全な危機感を醸成資すること
で復習を徹底し、弱点克服に至るサイクルを徹底させる。

小論文・面接・集団討論等の個別指導と進路室の多角的な活用を通じ、第一志望の実現に向けた実践的かつ組織
的な支援を徹底する。

実態、ニーズを把握し、ゴールを明確にした研修会を企画・実施するとともに、教育機関、民間及び任意団体の研修
等、多くの研修会に参加できるよう情報を提供する。

事前に授業の目標や手立てを明確にした上で授業参観を実施し、全教職員が参観しやすいような仕組みづくりをす
る。

授業アンケートが、自身の授業への取組を振り返り、教職員が自らの授業課題を把握して適切に授業改善を行える
ようなものになるように、内容を検討する。

生徒個人で、「なか夢」の取組をキャリアパスポートやレポートにまとめ、進路実現のために活用できるようにする。

職業セミナー、インターンシップ、ゆめみらいワークを活用して仕事について興味をもたせ、働く意義を学ばせる。

大学、企業や卒業生からの講演会を実施し、自身の進路実現につながる情報収集や活動を行わせる。

ボランティアの募集や地域の活動をクラスルーム等を使って配信し、生徒に周知し、生徒が主体的に参加できる環境
を整える。

地域人材や・PTAなどの学校関係者との連携を密に取り、適切な学校評価が行われるよう取り計らう。

学校評価を、質の高い教育活動に生かすよう、職員に周知する。

学校評価を、生徒のより安全で有意義な学校生活の実現へと結び付ける努力を教員一丸となって行う。

進路部
進路課

「好き」を育み「得意」を伸ばし、自
らの進路を見出す力の育成

日々の学習や学校生活等での体験を蓄積することで自己肯定感を醸成し、根拠に基づいた主体的な進路選択を促
す。

深い自己理解を元に将来像を抱きながら志望理由を明確化させ、ゴールから逆算して早くから準備に取り掛かり、学
習を継続する姿勢を育成する。

第一志望での進路実現のため、早期より具体的な計画を立てて自分にノルマを課すことで成長を促し、最後まで粘り
強くやり遂げる力を育成する。

進路部
キャリアサポート
課

「なかま夢メソッド」（総合的な探究
の時間）の周知と充実

「なか夢」によって育成する資質能力に沿った各学年の計画を作成し、周知・実践する。

「なか夢」を通して地域企業や行政と連携し、地域の課題を知り、生徒が主体的に解決するための実践を行い、社会
貢献できるような機会を設ける。

高大連携、企業連携による職業観
の育成

適切な学校評価

指導力向上部
研修課

職員研修の充実



様式３

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

進路希望先の入試制度を研究させ、進路実現に必要な科目を調べさせる。また、学力や評定を把握させ、入試の際
に必要な面接、小論文等を「なかま夢メソッド」の時間の取組に合わせて、力を身に付けさせる。

「なかま夢メソッド」を軸に、総合的な探究の時間の取り組みを生徒が充実感を感じられ、入試でアピールできるよう
な活動にするために、校外の企業や団体とも連携を図る。

進路目標の設定

月に１回行われるいじめアンケート等の機会を利用して講話を行い、集団における望ましい言動や他者に貢献するこ
との大切さを理解させることで、全員が居心地が良いと感じる雰囲気を醸成する。

集会等の講話や学校行事、学級内での話し合い活動を通して、多様な価値観を相互に認め合いながら自己肯定感
を高め、他者と協調して活動できる生徒を育成する。

リーダーではない生徒に関しては、行事等に受け身で取り組むのではなく、自律的かつ主体的に集団に貢献し、リー
ダーをサポートすることの大切さを伝える。

思いやりを持って協調性のある集
団の育成

生徒が利用しやすい図書館づくり
と読書の啓発

指導力向上部
庶務図書課

第一学年

第二学年

教員の読書体験を反映させたオリエンテーションの実施や図書館だよりのオンライン発行を通じて、生徒の図書館利
用を促進する。

「子ども読書の日」や読書週間を機会として、図書館主体の教育活動を活性化する。

式典や諸行事に係る各所との連
携と円滑な運営

文化祭や合同研修会等の図書委員会の活動を活性化し、生徒全体の読書意欲を喚起する。

儀式・式典の円滑な実施のため、各方面と綿密に連携し、先を見据えた計画、準備を行う。

行事の案内等の外部向け文書や入学の手引等の冊子類を、計画的に遺漏なく作成する。

PTAと密に連携をとり、総会等の行事の円滑な実施を支援する。

進路ガイダンス、大学訪問、看護体験、インターンシップ、オープンキャンパス等に積極的に参加させ、自分の将来の
目標に向けて進路先を明確にさせ、学習意欲を高める。進路に対する意識付けを行う。

早期指導や学年集会の機会を利用し、挨拶の励行や時間を守ること、清掃の徹底、ものを大切にしたり、人の話を謙
虚に聞く姿勢、の大切さを伝え、日常生活でも不易五項目を意識できるように繰り返し指導する。

授業開始時の黙想を徹底し、落ち着いた雰囲気で挨拶を行うことで、気持ちを切り替え、授業に集中できるようにす
る。

予習を確実に行うように指導し、考査や模擬試験に向けた学習計画を立て、実行し、その後、振り返ることによって学
力の定着と達成感を味わうことで自律的、主体的に学習に向かう姿勢を育む。

職業セミナー、「なかま夢メソッド」の時間を利用して、将来の生き方を考えさせ、職業観を養い、目標に向かって自律
的に努力する姿勢を身に付けさせる。

職業セミナー、「なかま夢メソッド」の時間を利用して、職業観を養い、地域や世界の課題について学び、将来の生き
方とつなげるように指導しながら、目標を設定させ、そこに向かって自律的に努力する姿勢を身に付けさせる。

授業や「なかま夢メソッド」の時間のなかで、生徒が協働しながらアウトプットする場を多く設定することによって、多様
な他者を受け入れる寛容さや、主体性や協調性、表現力を身に付けさせる。

不易五項目の浸透と学習習慣の
確立

自身の生き方を考え、自らを律し
育てられる生徒の育成



様式３

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

第三学年

興味関心を高めるたをめに、グループワークや表現活動を多く取り入れた授業を行い、学び合いをする機会を増や
し、学習に向かう力や表現力を高める。

大学や外部機関と連携しながら、すべての生徒の進路に応じた個別の教科指導や小論文の添削指導、面接指導な
どを行い、個に応じた指導を実施する。

安易に合格できそうなところで進路を選択するのではなく、キャリアプランを持って自分の将来を見据えた上で第一志
望を決定させ、諦めず粘り強く取り組むよう励ます。

安易な遅刻欠席の予防や、受験生として適切な服装の整備などを、朝や帰りのHR，授業時、清掃活動時などすべて
の活動の中で粘り強く声掛けを続け、基本的生活習慣の完成を目指す。

学校生活アンケートやいじめアンケートを活用し、悩みや問題を抱えている生徒に対して、チームで早期に対応す
る。

学年リーダーを中心として、学校行事や目標に向かって互いに切磋琢磨し、励まし合いながら相互に向上しようとす
る姿勢を養う。

確かな学力の伸長と希望進路の
育成

不易五項目の徹底と思いやりを
もった質の高い集団の育成


